











































































































































































































































































































































　⑸ 安里彦紀；「沖縄の近代化を阻んだ歴史的要因についての研究」（『琉球大学教育学部紀要 1968年 6月別冊』
113頁）
　⑹ 上原善兼・大城立裕・仲地哲夫〔共著〕『南島の風土と歴史』　山川出版社　1978　235頁
　⑺ 『石垣市史　各論編　民俗　上』石垣市　1994　219頁
　⑻ 玉木園子；「沖縄の青年会……夜学会から沖縄県青年会まで」（『史料編集室紀要　第 26号』沖縄県教
委　2001　82頁）
　⑼ 『沖縄県史　18』459頁
　⑽ 『沖縄教育　第 100号』沖縄教育会　1915　74頁
　⑾ 国頭郡本部村で，1910年（明治 43）5月，徴兵検査の際，徴兵官が徴兵忌避の疑いのある青年に麻酔をか
けるなど強引な検査を実施したので，村民がいきりたって検査場に乱入し，器物を破壊したり徴兵官になぐ
りかかった。徴兵官は抜刀してきりつけ村民を追い散らしたが，夜間数百人が検査場の本部尋常小学校校庭
に集まり，不穏な抗議行動に発展した。（『沖縄県の歴史』山川出版　2004　265頁）
　⑿ 玉木：前掲論文
　⒀ 玉木：前掲論文
　⒁ 『沖縄県史　4』，国書刊行会　1989　606–607頁　この部分の記述は田港朝昭
　⒂ たとえば『石垣市史　各論編　民俗　（上）』石垣市　1994
65旧慣温存期における沖縄の青年団体（井谷）
　⒃ 山岡健著『若者組の研究』教育出版センター　1986　113頁
　⒄ 田中治彦著『少年団運動の成立と展開』　九州大学出版会　1999　81頁
　⒅ 玉木：前掲論文　79頁
　⒆ 一例として，佐敷村青年会が挙げうる。（『沖縄県史　18』琉球政府　1966　456頁）
　⒇ 山城千秋著『沖縄の「シマ社会」と青年会活動』エイデル研究所　2007　57頁
　21 『沖縄県史　4』国書刊行会　1989　608頁
　22 瀬川清子著『沖縄の婚姻』岩崎美術　1969
　23 佐喜真興著『シマの話』東京堂　1925　9頁
　24 玉木：前掲論文　84－ 86頁
　25 山城千秋著『沖縄の「シマ社会」と青年会活動』エイデル研究所　2007　56頁
  『　』内は，平山和彦『青年集団史研究序説　上巻』新泉社　1978　280頁
　26 『佐敷町史　2.　民俗』佐敷町役場　1984　16頁
　27 『嘉手納町史　資料編 2　民俗資料』嘉手納町　1990　152頁　久得集落の例。同書中，嘉前集落にも青年
会に「二才頭」が置かれていた例がある。
　28 比嘉繁三郎著『津堅島の記録』沖縄自分史センター　1990　41頁
　29 『座間味村史』座間味村役場　1989　98頁
　30 『泊前島町誌』前島町　1991
　31 『金武町誌』金武町　1983
　32 石堂豊著『現代社会教育の回顧と展望……本土と戦後の沖縄』広島大学出版研　1974
　33 『北谷町史』北谷町　1988　454頁
　34 小林文人編『民衆と社会教育』エイデル研究所　1988　344頁　引用部分は小林平造の文。
　35 山城千秋著『沖縄の「シマ社会」と青年会活動』エイデル研究所　2007　57頁
　36 比嘉春潮・山崎山秀明（共編）『沖縄の犯科帳』東洋文庫　平凡社　1965
　37 『真境名安興全集　1』琉球新報社　1993　340頁　以下，間切村内法の説明は同書による。
　38 田村浩著『琉球共産村落の研究』至言社　1977　460–462頁
　39 田村：前掲書　453頁
　40 『嘉手納町史　資料編 2　民俗資料』嘉手納町　1990　156–158頁
　41 小林文人；「沖縄の集落自治と字公民館をめぐる法制……字誌・地域史を手がかりに」『沖縄の字（集落）
公民館研究　第 2集』，九州大学大学院人間環境学研究院　2004　7頁
　42 山城千秋著『沖縄の「シマ社会」と青年会活動』エイデル研究所　2007　68頁
　43 真栄城勉；「明治期の沖縄県における社会体育史」『琉球大学教育学部紀要 43集Ⅱ』1993　380頁
　44 安里英子著『沖縄・共同体の夢』榕樹書院　2002　10–11頁
